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宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
令
及
び
都
市
計
画
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
案

参
照
条
文

○
宅
地
造
成
等
規
制
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
（
抄
）

（
宅
地
造
成
に
関
す
る
工
事
の
技
術
的
基
準
等
）

第
九
条

宅
地
造
成
工
事
規
制
区
域
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
宅
地
造
成
に
関
す
る
工
事
は
、
政
令
（
そ
の
政
令
で
都
道
府
県
の
規
則
に
委
任
し
た
事
項
に
関
し
て
は
、
そ
の
規
則

を
含
む
。
）
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
従
い
、
擁
壁
、
排
水
施
設
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
施
設
（
以
下
「
擁
壁
等
」
と
い
う
。
）
の
設
置
そ
の
他
宅
地
造
成
に
伴
う
災
害
を

防
止
す
る
た
め
必
要
な
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

略
（
工
事
等
の
届
出
）

第
十
五
条

略

２

宅
地
造
成
工
事
規
制
区
域
内
の
宅
地
に
お
い
て
、
擁
壁
等
に
関
す
る
工
事
そ
の
他
の
工
事
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
行
お
う
と
す
る
者
（
第
八
条
第
一
項
本
文
若
し
く
は
第

十
二
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
、
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
工
事
に
着
手
す
る
日
の
十
四
日
前
ま
で
に
、
国
土
交
通
省
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

略

○
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
（
抄
）

（
開
発
許
可
の
基
準
）

第
三
十
三
条

都
道
府
県
知
事
は
、
開
発
許
可
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
に
係
る
開
発
行
為
が
、
次
に
掲
げ
る
基
準
（
第
四
項
及
び
第
五
項
の
条
例
が
定
め

ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
条
例
で
定
め
る
制
限
を
含
む
。
）
に
適
合
し
て
お
り
、
か
つ
、
そ
の
申
請
の
手
続
が
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
違
反
し

て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
開
発
許
可
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

略

二

主
と
し
て
、
自
己
の
居
住
の
用
に
供
す
る
住
宅
の
建
築
の
用
に
供
す
る
目
的
で
行
う
開
発
行
為
以
外
の
開
発
行
為
に
あ
つ
て
は
、
道
路
、
公
園
、
広
場
そ
の
他
の
公
共
の

用
に
供
す
る
空
地
（
消
防
に
必
要
な
水
利
が
十
分
で
な
い
場
合
に
設
置
す
る
消
防
の
用
に
供
す
る
貯
水
施
設
を
含
む
。
）
が
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
勘
案
し
て
、
環
境
の
保

全
上
、
災
害
の
防
止
上
、
通
行
の
安
全
上
又
は
事
業
活
動
の
効
率
上
支
障
が
な
い
よ
う
な
規
模
及
び
構
造
で
適
当
に
配
置
さ
れ
、
か
つ
、
開
発
区
域
内
の
主
要
な
道
路
が
、

開
発
区
域
外
の
相
当
規
模
の
道
路
に
接
続
す
る
よ
う
に
設
計
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
空
地
に
関
す
る
都
市
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き

は
、
設
計
が
こ
れ
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

イ

開
発
区
域
の
規
模
、
形
状
及
び
周
辺
の
状
況

ロ

開
発
区
域
内
の
土
地
の
地
形
及
び
地
盤
の
性
質

ハ

予
定
建
築
物
等
の
用
途

ニ

予
定
建
築
物
等
の
敷
地
の
規
模
及
び
配
置

略
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三

排
水
路
そ
の
他
の
排
水
施
設
が
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
勘
案
し
て
、
開
発
区
域
内
の
下
水
道
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
下
水

を
有
効
に
排
出
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
排
出
に
よ
つ
て
開
発
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
地
域
に
溢
水
等
に
よ
る
被
害
が
生
じ
な
い
よ
う
な
構
造
及
び
能
力
で
適
当
に
配
置
さ
れ

る
よ
う
に
設
計
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
排
水
施
設
に
関
す
る
都
市
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
設
計
が
こ
れ
に
適
合
し
て
い
る
こ

と
。

イ

当
該
地
域
に
お
け
る
降
水
量

ロ

前
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
及
び
放
流
先
の
状
況

四

主
と
し
て
、
自
己
の
居
住
の
用
に
供
す
る
住
宅
の
建
築
の
用
に
供
す
る
目
的
で
行
う
開
発
行
為
以
外
の
開
発
行
為
に
あ
つ
て
は
、
水
道
そ
の
他
の
給
水
施
設
が
、
第
二
号

イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
勘
案
し
て
、
当
該
開
発
区
域
に
つ
い
て
想
定
さ
れ
る
需
要
に
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う
な
構
造
及
び
能
力
で
適
当
に
配
置
さ
れ
る
よ
う
に
設

計
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
給
水
施
設
に
関
す
る
都
市
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
設
計
が
こ
れ
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

五
～
六

略

七

地
盤
の
沈
下
、
崖
崩
れ
、
出
水
そ
の
他
に
よ
る
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、
開
発
区
域
内
の
土
地
に
つ
い
て
、
地
盤
の
改
良
、
擁
壁
又
は
排
水
施
設
の
設
置
そ
の
他
安
全

が
け

上
必
要
な
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
設
計
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
開
発
区
域
内
の
土
地
の
全
部
又
は
一
部
が
宅
地
造
成
等
規
制
法
（
昭
和
三

十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
第
三
条
第
一
項
の
宅
地
造
成
工
事
規
制
区
域
内
の
土
地
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
土
地
に
お
け
る
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
計
画
が
、
同
法

第
九
条
の
規
定
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

八

主
と
し
て
、
自
己
の
居
住
の
用
に
供
す
る
住
宅
の
建
築
又
は
住
宅
以
外
の
建
築
物
若
し
く
は
特
定
工
作
物
で
自
己
の
業
務
の
用
に
供
す
る
も
の
の
建
築
又
は
建
設
の
用
に

供
す
る
目
的
で
行
う
開
発
行
為
以
外
の
開
発
行
為
に
あ
つ
て
は
、
開
発
区
域
内
に
建
築
基
準
法
第
三
十
九
条
第
一
項

の
災
害
危
険
区
域
、
地
す
べ
り
等
防
止
法

（
昭
和
三

十
三
年
法
律
第
三
十
号
）
第
三
条
第
一
項

の
地
す
べ
り
防
止
区
域
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
八
条
第
一
項

の
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
開
発
行
為
を
行
う
の
に
適
当
で
な
い
区
域
内
の
土
地
を
含
ま
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、

開
発
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
地
域
の
状
況
等
に
よ
り
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

九

政
令
で
定
め
る
規
模
以
上
の
開
発
行
為
に
あ
つ
て
は
、
開
発
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
地
域
に
お
け
る
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、
開
発
行
為
の
目
的
及
び
第
二
号
イ
か
ら
ニ

ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
勘
案
し
て
、
開
発
区
域
に
お
け
る
植
物
の
生
育
の
確
保
上
必
要
な
樹
木
の
保
存
、
表
土
の
保
全
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
設
計

が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

十

政
令
で
定
め
る
規
模
以
上
の
開
発
行
為
に
あ
つ
て
は
、
開
発
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
地
域
に
お
け
る
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、
第
二
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を

勘
案
し
て
、
騒
音
、
振
動
等
に
よ
る
環
境
の
悪
化
の
防
止
上
必
要
な
緑
地
帯
そ
の
他
の
緩
衝
帯
が
配
置
さ
れ
る
よ
う
に
設
計
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

十
一

政
令
で
定
め
る
規
模
以
上
の
開
発
行
為
に
あ
つ
て
は
、
当
該
開
発
行
為
が
道
路
、
鉄
道
等
に
よ
る
輸
送
の
便
等
か
ら
み
て
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

十
二

主
と
し
て
、
自
己
の
居
住
の
用
に
供
す
る
住
宅
の
建
築
の
用
に
供
す
る
目
的
で
行
う
開
発
行
為
又
は
住
宅
以
外
の
建
築
物
若
し
く
は
特
定
工
作
物
で
自
己
の
業
務
の
用

に
供
す
る
も
の
の
建
築
若
し
く
は
建
設
の
用
に
供
す
る
目
的
で
行
う
開
発
行
為
（
当
該
開
発
行
為
の
中
断
に
よ
り
当
該
開
発
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
地
域
に
出
水
、
崖
崩
れ

、
土
砂
の
流
出
等
に
よ
る
被
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
政
令
で
定
め
る
規
模
以
上
の
も
の
を
除
く
。
）
以
外
の
開
発
行
為
に
あ
つ
て
は
、
申
請
者
に
当

該
開
発
行
為
を
行
う
た
め
に
必
要
な
資
力
及
び
信
用
が
あ
る
こ
と
。

十
三

主
と
し
て
、
自
己
の
居
住
の
用
に
供
す
る
住
宅
の
建
築
の
用
に
供
す
る
目
的
で
行
う
開
発
行
為
又
は
住
宅
以
外
の
建
築
物
若
し
く
は
特
定
工
作
物
で
自
己
の
業
務
の
用

に
供
す
る
も
の
の
建
築
若
し
く
は
建
設
の
用
に
供
す
る
目
的
で
行
う
開
発
行
為
（
当
該
開
発
行
為
の
中
断
に
よ
り
当
該
開
発
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
地
域
に
出
水
、
崖
崩
れ

、
土
砂
の
流
出
等
に
よ
る
被
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
政
令
で
定
め
る
規
模
以
上
の
も
の
を
除
く
。
）
以
外
の
開
発
行
為
に
あ
つ
て
は
、
工
事
施
行
者

に
当
該
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
を
完
成
す
る
た
め
に
必
要
な
能
力
が
あ
る
こ
と
。

十
四

略

２

前
項
各
号
に
規
定
す
る
基
準
を
適
用
す
る
に
つ
い
て
必
要
な
技
術
的
細
目
は
、
政
令
で
定
め
る
。
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３

地
方
公
共
団
体
は
、
そ
の
地
方
の
自
然
的
条
件
の
特
殊
性
又
は
公
共
施
設
の
整
備
、
建
築
物
の
建
築
そ
の
他
の
土
地
利
用
の
現
状
及
び
将
来
の
見
通
し
を
勘
案
し
、
前
項
の

政
令
で
定
め
る
技
術
的
細
目
の
み
に
よ
つ
て
は
環
境
の
保
全
、
災
害
の
防
止
及
び
利
便
の
増
進
を
図
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
又
は
当
該
技
術
的
細
目
に
よ
ら
な

く
と
も
環
境
の
保
全
、
災
害
の
防
止
及
び
利
便
の
増
進
上
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
条
例
で
、
当
該
技
術
的
細
目
に
お

い
て
定
め
ら
れ
た
制
限
を
強
化
し
、
又
は
緩
和
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

地
方
公
共
団
体
は
、
良
好
な
住
居
等
の
環
境
の
形
成
又
は
保
持
の
た
め
必
要
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
条
例
で
、
区
域
、
目
的
又
は
予

定
さ
れ
る
建
築
物
の
用
途
を
限
り
、
開
発
区
域
内
に
お
い
て
予
定
さ
れ
る
建
築
物
の
敷
地
面
積
の
最
低
限
度
に
関
す
る
制
限
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

景
観
行
政
団
体
（
景
観
法
第
七
条
第
一
項

に
規
定
す
る
景
観
行
政
団
体
を
い
う
。
）
は
、
良
好
な
景
観
の
形
成
を
図
る
た
め
必
要
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
法
第

八
条
第
二
項
第
一
号

の
景
観
計
画
区
域
内
に
お
い
て
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
同
条
第
一
項

の
景
観
計
画
に
定
め
ら
れ
た
開
発
行
為
に
つ
い
て
の
制
限
の
内
容
を
、

条
例
で
、
開
発
許
可
の
基
準
と
し
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

６
～
８

略

（
変
更
の
許
可
等
）

第
三
十
五
条
の
二

略

２
・
３

略

４

第
三
十
一
条
の
規
定
は
変
更
後
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
同
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
工
事
に
該
当
す
る
場
合
に
つ
い
て
、
第
三
十
二
条
の
規
定
は
開
発
行
為
に

関
係
が
あ
る
公
共
施
設
若
し
く
は
当
該
開
発
行
為
若
し
く
は
当
該
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
公
共
施
設
に
関
す
る
事
項
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
又

は
同
条
の
政
令
で
定
め
る
者
と
の
協
議
に
係
る
開
発
行
為
に
関
す
る
事
項
で
あ
つ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十

四
条
、
前
条
及
び
第
四
十
一
条
の
規
定
は
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
に
つ
い
て
、
第
三
十
四
条
の
二
の
規
定
は
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
又
は
都
道
府
県
等
が
同
項
の
許
可

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
つ
い
て
、
第
四
十
七
条
第
一
項
の
規
定
は
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
第
四
十
七
条
第
一
項
中
「
次
に
掲
げ
る
事
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
変
更
の
許
可
又
は
届
出
の
年
月
日
及
び
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
当

該
変
更
に
係
る
事
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。


